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　　Statistical　observations　were　made　on　urological　diseases　of　outpatients，　inpatients　and　operations　in　the

Department　of　Urology，　Sasporo　Medical　College　during　1964．

　　1）　The　total　number　of　outpatients　was　2，012．　Among　these　1，146　were　male　and　886　were　female．　Thg

ratio　’盾?　male　against　female　was　1．32：1．　The　numbers　of　the　main　diseases　were　as　follows　：　183　urogenital

tuberculosis，　462　nonspecific　cystitis，　82　urolithiasis，　4！　bladder　tumor　and　91　prostatic　tumor　cases．

　　2）　The　number　of　outpatients　less　than　！5　years　of　age　was　251：　22　acute　hemorrhagic　cystities，　23

cryptorchidism　and　30　enuresis　cases．

　　3）　Tne　number　of　outpatients　over　60　years　of　age　was　216：　15　bladder　tumors，　74　prostatic　tumol．ca．s．es，

　　4）　The　total　number　of　inpatients　was　323：　31　renal　tuberculosis，　25　renal　and　ureteral　stones，　25　bladder

tumors　and　38　prostatic　tumor　cases．
　　5）　The　total　number　of　operations　was　404　and　that　of　the　transurethral　manipulations　was　262：　20　ne－

phrectomies，　8　partial　cystectomies，　8　prostatectomies　and　13　TURP．

緒 言

　札11晃医科大学泌尿器科教室における1964年（昭和39年）

の泌尿器科外来，入院患者及び手術術式について統計的観

察を行なったので報告する。なお資料の取り扱い方法は当

泌尿器科教室で従来行なわれてぎた方法にしたがった1”’8）。

　　　　　　　　外来，入院患者の統計

　1．外来患者：1964年，1年間に札幌医科大学泌尿器科

外来を訪れた泌尿器科新来患者総数は2，012名（男子1，146

名，女子866名，男：女；1．32：1）であった。前年に比べ

ると65名の増加にあたる（第！表）。

　外来主要疾患は第2表のごとくである。おのおのの外来

総疾患数に対する頻度をみると，泌尿性器結核は10．5％と

年々減少の傾向を示し，前年（12．4％）に比べて1．9％減少

している。非結核性膀胱炎（26．5％）は前年（20．5％）に比

べ増加を示した。泌尿器科疾患として最も頻度が高く，例

年20±5％の頻度を示す尿路結石症（4．7％）は前年（4．3％｝

に比べほとんど変化がない。膀胱腫瘍（2．4％）は前年（1．8

％）に比べやや増加を示したが，1960年（2．4％〉の急増以

後，例年2％内外の頻度を示している。前立腺腫瘍（5．2％）

は前年（5．1％）と比べほとんど変化がない。しかし1958年

以後漸増の傾向を示している。

　泌尿器科的総疾患数は1，743であり，この他に泌尿器科

的正常が307例あった。

　A）泌尿性器結核：泌尿性器結核は183例（10．5％）で

あり，合併症の内訳は第3表のごとくで，膀胱結核の減少

傾向が最も著しい。また本年は結石合併例（4例）が新たに

加わった。

　B）尿路結石症：尿路結石症は82例（4．7％）であり，尿

407
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第1表外来患者性別・年齢別統計 第2表　外来患者主要疾患

札幌医誌1965

年　齢
　く歳）

O－！0

1！－20

21一一30

31－v40

41－50

51－60

61－70

71一一

計

男

142

140

252

188

134

！35

96

59

1，146

女

50

62

210

219

165

106

39

15

866

計

！92

202

462

407

299

241

135

74

泌尿性器結核
非結核性膀胱炎

尿路結石症
膀　胱　腫　瘍

前立腺腫瘍
その他の疾患

例　数

183

462

82

41

91

884

90

10，5

26．5

4．7

2．4

5．2

50．7

2，012

第3表　泌尿性器結核とその合併症

主　疾　患

左　腎　結　核

右　　　〃

両　　　〃

腎結核術後単腎

残　腎　結　核

腎　　結　　核

腎結核の疑
左副睾：丸結核
右　　　〃

両側　　〃

副睾：丸結核術後

前立腺結核
副睾丸結核の疑

計

男

10

12

7

28

8

9

3

3

1

6

5

1

93

女

5

10

7

43

17

2

6

90

計

15

22

14

71

25

．9．

15

3

3

1

6

5

1

183
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1
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左
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丸

結
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1

1

1

1

2

6

右

tl

1

1

1

2

1

6

両

側

tt

2

2

2

1

7

副

睾
丸
結
核
術
後

1

3

！

6

精

嚢

腺

結

核

1

1

11　1　2

前

立

腺

’ノ

2

3

4

6

2

1

1

19

尿

道

狭

窄

2

1

2

1

6

萎

縮

膀

胱

1

3

4

萎

縮

術

後

1

1

2

尿

管

狭

窄

2

1

3

尿

管

狭

窄

術

後

1

1

1

1

4

結

石

1

！

2

4

計

13

！6

14

25

10

2

2

1

3

4

90

管結石（32例〉が最も多い（第4表）。

C）泌尿性器腫瘍：腎実質腫瘍7例（術後例を除く）は

1963年を除いてほぼ例年と変りがない。膀胱腫瘍は術後，

再発例を除いて25例であった。1963年以後再発例が増加

しているが，これは腫瘍が小さく多発している例に対し，

繰り返し経尿道的電気切除兼凝固を行なうためである。

前立腺腫瘍は91例で毎年漸増の傾向を示す。本年度は

この中に稀れな疾患とされる前立腺肉腫が2例含まれてい

る（第5表）。

D）腎及び尿管疾患：遊走腎，水腎症が例年の2倍近い

数を示した。これらの原因は明確ではないが最近の傾向と

して，他科からの紹介が増加していることが1つの大きな

原因をなしていると考えられる。市川ら9）もconsultation

による症例が増加し，統計上にかなりの影響を及ぼしてい
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ることを報告している。腎孟腎炎もまた著増を示したが，

provocatiQnによって発見診断されるものが増加したこと

による悌6表）。

　E）膀胱疾患：非結核性膀胱炎462例（95％）が大部分

を占め，しかもその約90％は女子である〔第7表）。

　F）前立腺，睾丸，副睾丸及び精嚢腺疾患1本疾患群は

ほとんど変化が見られない（第8表〉。

　G）尿道疾患，陰茎及び外陰部疾患＝尿道疾患のうち男

第4表尿路結石症（外来）

男

術後

腎　　　結　　　石

尿　管　　　〃

膀　胱　　　〃

尿　道　　　〃
前　立　腺　結　石
（肥大症兼結石）
尿路結石自然排出

上部尿路結石の疑

計

11

19

　2

　2

6　〈1）

　4

　7

51

1

6

1

0

1

0

9

60

女

睡
8

6

1

2

17

2

1

2

5

22

409

子では単純性尿道炎46例（36％），女子では尿道カルンケ

ル16例（80％）が最も多い。また尿道疾患148例中86％が

男子例である。疾患別頻度は陰茎・外陰部疾患と共に例年

と変りがない（第9，10表）。

　H＞その他の疾患二男子不妊症は全て無精子症，乏精子

症とに分けて記載した。Klinefelter’s　syndromeを初めと

するchromosomal　intersexが12例と著しく多い。これ

は精薄施設（小児）を対象にscreening　testを行ない積極

的にかかる症例を捜し出したためである。また泌尿器科的

正常例（370例）は前年に比べ65例の増加を示した（第11

表）。

　II．外来小児の泌尿器疾患：15歳以下の小児外来患者

は251名〔男子187名，女子64名）で外来受診者総数の

12％を占め，前年に比べ9名の増加にあたる。疾患別頻度

は第！2～14丁目ごとく例年と大差がない。小児疾患とし

て奇形の頻度は高く，本年度は63例（25％）が奇形症例で

あった。

　111。外来老人の泌尿器疾患：60歳以上の老人外来患者

は216名（男子158名，女子58名）で外来受診者総数の

11％を占める。前年に比べ15名減少している。老人疾患

として最も重要な位置を占める前立腺腫瘍新患は前年に比

べ4名増加している。減少のおもなものは膀胱炎でその他

ほとんど変化がない（第15～18表）。

第5表　泌尿器・性器腫瘍（外来）

腎実質腫瘍
　　（Wilmsを含む）
　　〃　　　術後

腎　腺　腫

腎孟腫瘍
　　（乳頭腫症を含む〉

尿管腫瘍
　　〃　　　術後

尿管ポリープ術後

膀胱腫瘍
　　〃　　　再発

　　〃　　　術後

尿膜管肉芽腫

前立腺肥大症

tt

　　tl

前立腺癌

　　tl

術後

兼結石

疑

男

3

3

20

5

8

！

56

11

1

11

1

女

4　（1）

2

　1

1　（1）

1

5

1

1

計

7

5

1

2

1

！

1

25

6

9

1

56

！1

1

！1

1

前立腺癌術後

前立腺肥大症兼癌

　　tt

前立腺肉腫

睾：丸腫瘍

　　tt

陰　茎　癌

　　tt

後腹膜腫瘍

　　tt

術後

術後

術後

疑

膀胱後腔腫瘍

子宮癌尿管侵襲

子宮癌膀胱侵襲

直腸癌　　〃

白血病睾：丸侵襲

計

男 女

3

2

4

2

3

5

1

1

1

3

2

1

1

2

8

5

152 3！

計

3

2

4

2

3

5

1

1

1

3

4

8

5

1

1

183
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第6表　腎及び尿管疾患（外来）

札幌医誌1965

遊　　走　　腎

　　〃　　　術後
水　　腎　　症

　　〃　　　術後

腎性血尿
腎孟腎炎
　　〃　　　疑

急性腎炎
慢性腎炎
腎性高血圧症

　　〃　　　疑
腎血管性高血圧症

膿　　腎　　症

腎　　破　　裂

男

13

1

18

2

11

4

3

1

1

1

2

4

女

38

3

21

3

7

13

7

1

2

1

2

計

51

4

39

5

18

17

10

1

1

3

1

2

1

6

腎破裂疑
腎石灰沈着症

腎　　嚢　　胞

嚢　　胞　　腎

腎杯憩室
腎回転異常症

発育不全腎
先天性単腎症

重複腎孟尿管

盲端尿管
尿　管　瘤

尿管狭窄
　　〃　　　術後

尿管膣痩
計

男

2

1

4

1

1

2

2

1

10

4

89

女

1

7

1

3

12

1

1

2

2

3

131

計

2

1

5

8

2

5

2

1

22

1

1

6

2

3

220

第7表膀胱疾患（外来1

急性膀胱炎
出血性　〃

尿道　〃
三角部　〃

濾胞性　 〃

放射線性〃

腎　孟　 〃

慢　性　 〃

膀胱白板症
経過せる膀胱炎

膀胱周囲炎
膀胱神経症

膀胱憩室
　　〃　　　術後
　　〃　　　結石
膀胱1悦術後

膀胱膣痩
　　〃　　　術後
膀胱直腸癖
膀胱皮膚痩
　　〃　　　術後

膀胱異物
計

男

26

22

4

7

1

！

2

2

1

1

67

女 計

画8表前立腺・畢丸・副睾丸及び
　　　精嚢腺疾患（外来）．

183

15

93

38

18

10

9

14

17

4

4

1

1

1

6

1

3

1

1

420

209

37

97

45

18

10

9

15

17

5

4

1

3

2

1

1

6

1

3

1

1

1

前　立　腺　炎

上　立　腺　症

　　　〃　　　術
停　留　睾　：丸

　　　〃　　　術
遊　走　睾　：丸

正　睾　丸　症

睾丸過敏症
睾丸発育不全術後

単純性副睾丸炎

　　　〃　　　術

精　嚢　腺　炎

1側精嚢腺欠損症

陰　嚢　水　瘤

　　　〃　　　術

精　系　水　三

権　　液　　痩

精　　液　　瘤

　　　〃　　　術

血　精　液　症

後

後

後

後

後

14

36

2

31

4

4

1

20

1

29

2

1

1

26

1

4

1

2

1

5

487 計 ！86
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第9表　尿　　道　　疾　　患　（外来）

単純性尿道炎

淋疾性

慢　性

n

lt

淋疾後尿道狭窄

外傷性〃

　tt　tt
尿道狭窄
　　rt
外傷性尿道痩

尿道破裂

術後

術後

男

46

13

3

7

8

4

11

3

1

7

女 計

46

13

3

7

8

4

！1

3

1

7

尿道破
尿道出
尿道下
　　tt
尿道直腸痩
不完全重複尿道

尿道カルンケル

尿　道　脱
外尿道口膿瘍

募尿道嚢腫

裂術後
血

裂

術後

計

男

1

3

12

3

ユ

1

！

3

128

女

16

3

1

20

計

！

3

12

3

1

1

16

3

2

3

148

第10表　陰茎及び外陰部疾患（外来）

包　　　　茎

　　〃　　　術後

亀頭包皮炎
亀頭部潰瘍

陰茎びらん

男

30

6

25

3

1

女 計

30

6

25

g．

1

陰門膣炎
　〃　潰瘍
外陰部裂傷
形成性陰茎硬結

陰茎形成術後障碍

計

男

3

1

69

女

5

1

1

7

計

5

1

1

3

！

76

第11表　そ　の　他　の　疾患　（外来）

夜　尿　症
尿　 失　禁

　　〃　　　術後

神経性頻尿

急性尿閉
蛋　白　尿

無精子症
乏　　 〃

類宙官症
Klinefelter’s　syndrome

Chromosomal　ano皿aly

男

27

2

1

25

3

3

24

14

6

4

7

女

12

3

14

2

1

計

39

5

1

39

3

5

24

！4

6

4

8

男性半陰陽
副腎性器症候群

Gynecomastia

陰唇癒着
Cushing症候群
性…自勺ネ申経哀弓弓

先天梅毒
潜伏　 〃

ベーシェット氏病

泌尿器科的正常

男

！

1

！2

1

7

1

220

女

1

1

1

4

150

計 359　1　189

計

1

1

1

1

1

12

1

11

！

370

548
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第12表　　外来小児，腎・尿管及び膀胱疾患

腎　　結　　核

腎　　結　　石

　　tt
腎孟腎　炎

　　tt
腎　　　　炎

Wilms腫　瘍
水　　腎　　症

　　tt
腎血管性高血圧

計　　破　　裂

術後

疑

術後

男

1

1

2

1

2

1

1

1

女

1

1

5

1

1

3

2

計

1

2

1

7

！

1

1

5

！

1

3

腎破裂疑
腎　　出　　血

発育不全腎
嚢　　胞　　腎

重複腎孟尿管

盲　端尿管

尿　管　瘤
後腹膜腫瘍術後

出血性膀胱炎

急　性　〃

計

男

1

1

1

19

8

40

女

！

1

2

1

1

2

3

7

32

計

1

1

1

1

3

1

1

2

22

15

72

第13表　外来小児，尿道及び睾丸疾患

尿道下裂
　　tt
不完全尿道上裂

先天性尿道狭窄

外傷性　〃

尿道破裂術後

尿　　道　　脱

　　tt

尿道直腸痩
目尿道口膿瘍

真性包茎

術後

術後

男

8

2

1

1

1

2

1

12

女

1

1

1

計

8

2

1

1

1

2

1

1

1

1

12

亀頭包皮炎

陰嚢水瘤
停留睾丸
　　lt
遊走睾：丸
睾：丸打撲
睾：丸腫瘍

　　n
白血病睾：丸侵襲

単純性副睾丸炎

陰　門膣炎

術後

術後

計

男

16

17

23

2

4

1

1

？一

1

！

96

女

1

4

計

16

17

23

2

4

1

1

2

1

1

1

100

第14表　外来小児，その他の疾患

陰唇癒着
外陰部外傷
Gynecomastia

Chromosomal　ano皿aly

男性半陰陽
副腎性器症候群

男

1

5

1

女

1

1

1

計

夜　　尿　　症

神経性頻尿
尿　　失　　禁

神経因性膀胱

蛋　　白　　尿

泌尿器科的正常

男

20

6

2

1

1

32

計 69

女

10

4

2

1

9

計

30

10

3

2

41

L＞9． 9－8



28巻4／5号 高井・他　　泌尿器術式の統計

第15表腎及び尿管（外来・老人） 第17表前立腺・尿道・陰茎（外来・老人）

413

疾　　患　　名

腎結核術後
腎　　結　　石

腎　　腫　　瘍

　　〃　　　の疑

　　　〃　　　術後

腎　性血　卑

小　　腎　　症

腎　　嚢　　胞

腎回転異常
腎血管性高血圧

遊　　走　　腎

　　　〃　　　術後

尿　管　結　石

　　　〃　　　の疑

重複腎孟尿管

腎孟腫瘍の疑

尿管腫瘍術後

乳　頭　腫　症

子宮癌尿管侵襲

計

男

1

3

1

1

2

！

2

1

1

2

2

1

1

19

女

3

1

1

1

1

1

1

1

1

L？J

耳 疾　　患　　名

4

3

1

1

2

3

1

2

1

1

3

1

2

1

1

1

1

！

2

13 32

前立腺肥大
　　〃　　　術後

　　　〃　　　兼癌

　　　〃　兼癌術後

　　　〃　　兼結石

前立腺癌
　　　〃　　　術後

前　立　腺　炎

結核性前立腺炎

前立腺結石
　　　tt

前　立　腺　症

尿道狭窄
淋疾後尿道狭窄

単純性尿道炎

淋疾性　〃

尿　　道　　脱

尿道カルソケル

形成性陰茎硬結

陰　骨腫　瘍

術後

計

男

47

8

2

4

1

11

1

3

1

4

1

10

4

1

3

1

1

2

105

女

2

4

6

計

47

8

2

4

1

11

！

3

1

4

1

！0

4

1

3

1

2

4

1

2

111

第16表膀　　胱（外来・老人）

疾　　患　　名

急性膀胱炎
尿　道　〃

放射性　〃

出血性　〃

濾胞性　〃

膀胱腫　瘍
　　　tt

　　　tl

膀胱憩　室
　　　tt

　　　tt

神経性頻尿
神経因性膀胱

　　　tl

膀胱　膣痩

術後

再発

術後

腫瘍

術後

計

男

4

2

11

1

1

1

1

1

3

25

女

13

9

3

1

4

1

1

1

1

1

1

1

37

計 第18表陰嚢内疾患・その他（外来・老人）

17

！1

3

1

4

！2

1

2

1

1

1

2

4

1

1

疾　　患　　名

副畢：丸結核

単純性副睾丸炎

陰　嚢　水　瘤

睾丸過敏症
停　留睾丸
急　性　尿　閉

陰　門　膣　炎

泌尿器科的正常

計

男

．P．

4

5

1

1

3

14

30

女

1

3

4

計

2

4

5

1

1

3

1

17

34

ei2



414 高井・他一泌尿器術式の統計 札幌医誌！965

　IV．入院患者＝入院患老総数は323例（男子22！例，女

子102例）であった。腎結核（31例）は年々減少の傾向を

たどり前年に比べ8例減少した。しかし現在なお前立腺腫

瘍38例，膀胱腫瘍25例などと共に主要入院疾患と言える。

入院における泌尿器科的正常のおもなものは腎孟腎炎の疑

いで入院，Provocationの結果，異常の認められなかった

例である（第19～22表）。

手術術式の統計

　入院手術数は296例であり，これらのものに対して延べ

339の手術が行なわれた。腎虫除術は腎結核の減少に伴な

ってその数は年々減少の傾向を示し1956年の約1／3に相

当する。また教室の仕事に伴なって会陰式前立腺試験穿刺，

第19表腎及び尿管疾患（入院〉

睾丸試切が著しく増加した（第23～25表）。外来手術数は

49例であり，これれらのものに対して延べ69の手術が行

なわれた（第26表）。内視鏡的操作は262回であった（第

27表）。

総括ならびに結語

　札幌医科大学泌尿器科教室における1964年の泌尿器科

外来，入院患者及び手術術式について統計的観察を行な

った。

　1）外来新患総数は2、012名（男子1，146名，女子866名

男：女；1．32：1）である。

　2）泌尿器科的主要疾患は泌尿性器結核183例，非結核

性膀胱炎462例，尿路結石症82例，膀胱腫瘍41例，前立

腺腫瘍91例などである。

　3）15歳以下の外来患者総数は25！例であり，おもなる

腎　結　核

　　tt

腎　結　上
腿　腫　瘍

腎　腺　腫

自門腫瘍

水　腎　症

嚢　胞　腎

管　嚢　胞

腎杯憩室

腎回転異常

発育不全腎

術後

（Wilms含む）

先天性単腎症

27

4

13

6
（1）

1

1

6

8

4

1

1

2

1

遊　走　一

面性高血圧

目性血尿

腎孟腎炎
腎　破　裂

尿管腫瘍
　〃　結石

　〃　狭窄

口端尿管

尿管膣痩
子宮癌尿管侵襲

腹膜後腔腫瘍

計

6

2

8

14

7

‘？J

12

4

1

4

3

2

第21表前立腺・尿道疾患（入院）

前立腺肥大症

　　tt

前立腺癌

　　tt

前立腺肉腫

　〃　結核

　〃　結石

　〃　　症

兼癌

疑

淋疾後尿道狭窄

24

1

9

2

2

6

1

3

6

結核性尿道狭窄

外傷性　〃

尿道狭窄
　〃　破裂

　　〃　　術後

尿道下裂

外尿道口部嚢腫

尿　道　脱

計

4

4

3

3

！

9

1

3

82

140
第22表陰嚢内疾患，その他の疾患（入院）

第20表膀胱疾患（入院）

膀胱腫瘍

　　〃　　術後

　　〃　　　再発

直腸癌膀胱侵襲

膀胱後腔腫瘍

尿膜管肉芽腫

膀胱結石

　　〃　　術後

膀胱結核

結核性萎縮膀胱

16

2

7

2

1

1

2

2

2

2

膀胱外傷術後

〃白板症

〃異　物

〃膣　痩

〃直腸痩

神経因性膀胱

　　〃　　術後

膀胱周囲炎

急性膀胱炎

1

3

2

4

1

ユ2

1

2

3

睾：丸腫瘍

睾丸廻転症

停留睾：丸

遊走睾丸
単三：丸症

副睾丸結核

　　tt 術後

単純性副睾丸炎

．陰嚢水瘤

精系　〃

陰嚢血腫

陰　茎　癌

1

1

9

2

1

7

5

6

5

2

1

1

形成性陰茎硬結

陰茎形成術後障碍

Cushing症候群

副腎性器症候群

類宙官症
Gynecomastia

Chromosomal
　　　anomaly
Klinefelter’s

　　　syndrome

子宮・膣欠損症

尿　失　禁

泌尿器科的正常

計 66 計

1

1

1

2

2

1

4

6

1

1

5

66



28巻4／5・号 　高井・他　　泌尿器術式の統計

第23表　手　　術　　術　　式　　1

415

腎捌除術
根治的腎劉除術
腎・尿管全別兼膀胱部切

嚢　月包　腎　　穿　　Pti］　術

腎嚢胞　　”

腎　　痩　　　術

腎孟切石　術
尿　管　　　tt

　〃　剥離術
　〃　痩　　術
　〃　膀胱新吻合術

膀胱高位切開術
　〃　頸部形成術

20

4

2

8

1

1

4

2

2

5

5

2

1

膀胱高位切開・尿管瘤捌除術

〃全別除術
〃部分切除術
〃　痩　　　　術

膀胱高位切開・腫瘍切除電気凝固

　　〃　　腫瘍試切

　　〃　　　腫瘍切除Co60針打込

小腸環膀胱形成術

廻腸導管形成術
膀胱後腔腫瘍別除術

恥骨後式前立腺別除術

恥骨上式　　rt

会陰式　　〃

1

2

8

2

2

3

2

3

1

1

10

8

3

第24表　手　　術　　術　　式　　11

会陰式前立腺試験穿刺

会陰開放式前立腺試切

膀胱高位切開・前立腺床Co60針打込

根治的睾丸別除術

睾　丸　試　切
前立腺癌に対する被膜下去勢術

睾丸固定術
副睾丸別除術
陰嚢水瘤根治手術

〃　内血腫別除術

21

1

1

2

37

6

12

10

6

1

考尿道嚢腫切除術

尿道下裂索　〃

〃　形　　成　　術

〃痩孔閉鎖術
包　茎　手　継
目　茎　形　成　術

　〃　　試　　　切

陰茎癌Co60針打込

膀胱高位切開・痩孔閉鎖術

膣式痩孔閉鎖術

1

1

27

6

5

1

4

1

1

3

第25表　手　　術　　術　　式　　■1

後腹膜腫瘍別除術

　　〃　　試　切

副腎捌除術
試　験　開　腹

人工肛門造設術

腎　動脈　撮影

精嚢腺撮影
ヘルニヤ根治手術

外　陰　形　成　術

外陰部電気凝固

1

1

1

4

2

7

4

3

！

！

会陰部Co6⑪針打込

脾　別　除　術

皮下腫瘤試切
膿瘍　切　開　術

腹壁再縫合術
経尿道的前立腺切除術

　〃　膀胱頸部切除術

　〃　膀胱腫瘍電気切除術兼凝固

　〃　電気凝固術

　〃　試　　　切

総

計

計

1

1

1

2

1

13

9

29

2

1

335回

296例



416 高井・他　　泌尿器術式の統計 札幌医誌1965

第26表外来手術

睾：丸試験

精　嚢

背　面

包　　茎

精　管

電　　気

　切除術
腺　撮　影

切・開　術

　手　　術

結　紮　　術

　凝　　固

前立腺試験穿刺
試　　験　切　　除　術

腎痩術（他科入院）

手　術　施　行　回　数

手　術　患　者　数

18

15

3

！4

7

！

3

4

1

69

49

第27表内視鏡的操作

38例などである。

　6）入院・外来を合わせた手術例数は345例であり，こ

れらに対して延べ404の手術が行なわれた。経尿道的操作

は262行なわれた。おもなる手術術式は腎刎除術20，膀胱

部分切除8，前立腺別除術21，経尿道的前立腺切除術！3な

どである。　　　　　　　　　　　（昭和40．11，20受付）

経尿道的前立腺切除術

　〃　膀胱頸部切除術

　〃　膀　胱　腫　瘍
　電気切除術兼電気凝固術

経尿道的電気凝固術

　〃　試　　　　　切

尿管カテーテル法
後腹膜腔気体注入＋
　　　尿管カテーテル法

13

9

29

　2

　1

！96

12

文

計 262

疾患は出血性膀胱炎22例，停留睾丸23例，夜尿症30例な

どである。

　4）60歳以上の外来患者総数は216例であり，おもなる

疾患は膀胱腫瘍15例，前立腺腫瘍74例などであった。

　5）入院患者総数は323例であり，おもなる疾患は腎結

核31例，腎・尿管結石25例，膀胱腫瘍25例，前立腺腫瘍
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